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1 はじめに

多くのプロセスは, CPUやディスクなど複数の

計算機を使用して動作する. これらの資源はプロ

セス間で共有されるが, 一部のプロセスが特定の

資源を偏って使い続けると, この資源を共有する

他のプロセスの資源待ち時間が増加し,スループッ

トが低下してしまう問題がある [1].

本論文では,偏って資源を使い続けるプロセスに

対し利用可能な資源の量の制限を設定し,他のプロ

セスの資源待ち時間を削減することでシステム全体

のスループットを向上させる機構であるResource

Managerについて述べる. 本機構は, 資源競合時

に資源配分を適切に行うことでシステムの性能を

向上させる.

2 Resource Managerの構成

Resource Managerは, Linuxカーネルから取得

した CPU使用時間や I/O使用状況を用いて, プ

ロセスごとの平均 CPU使用率と平均 I/O使用率

を算出する CPU使用状況管理機構と I/O使用状

況管理機構, Control Groupの作成, 制限の設定な

どの Control Groupに対する操作を行う Control

Group操作機構の 3つの機構で構成されている.

Resource Managerは, Control Group管理機構

を用いて作成したグループに所属しているプロセ

スを管理対象とし,管理対象プロセスのブロックデ

バイスの使用状況と CPU使用状況を Linuxカー

ネルから定期的に取得する. これらの情報を用い

て, プロセスの負荷状況を監視し, 特定の資源を

偏って使用するプロセスを当該資源の制限を設定

したグループに所属させる. Resource Manager

は, 他のプロセスの資源利用状況を見て, 制限を設

定されているプロセスの制限を解除または設定を

する. これにより, 管理グループ内で適切に資源

を配分することができる.

3 評価

本章では, 設定する制限値に応じた性能の変化

を調べる実験を行った. 設定する I/Oの制限値を

1MBから 150MBまで 1MBずつ変化させた.実

験結果を図 1 に示す. 横軸は設定した制限値で,

図 1 制限値を変化させたときの処理回数

縦軸は実験プログラムのプロセスの処理回数を示

す. プロセス 1は約 2秒ファイルに書き込みを行

う. プロセス 2は, 約 1秒ファイルに書き込みを

行い, 約 2秒 CPU処理を行う. 本機構を用いた場

合, プロセス 1の処理回数が低下し, プロセス 2の

処理回数が向上したことにより, 2つのプロセス

の合計処理回数が本機構を用いない場合と比較し

て増加した. 設定する制限値を大きくしていくと,

Resource Managerを用いない場合の値に近くな

り, 性能が低下してしまう結果となった. 制限値を

9MB程度に設定することで, 性能が最も向上する

ことがわかった.

4 おわりに

本論文では, 複数プロセスが同一資源を使用す

る際の資源配分を自動で行う Resource Manager

について述べた. Resource Manager では, 管理

対象のプロセス間で競合が発生しているか判断し,

競合が発生している場合, 競合が発生している資

源を最も使用しているプロセスに対して, 利用可

能な資源の量の制限を設定する. これによって他

のプロセスの待ち時間を減らし, システム全体の

性能を向上させることが可能である.
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